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四

非
線
形
生
産
函
数
形
い
つ、E
て

尽

野

ネ貞

日

次

は

じ

め

に

非
線
形
生
産
函
数
形

一
生
産
函
数
形
選
択
の
基
準

お

わ

り

に

は

じ

め

』こ

生
産
函
数
と
は
、
或
産
業
に
於
て
生
産
の
た
め
に
投
入
さ
れ
た
生
産
要
素
3
f一
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
生
産
物
と
の
聞
の
量
的
関
係
を
あ
ら
は
す
も
の

と
考
へ
て
よ
い
。
か
か
る
函
数
関
係
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
生
産
経
済
に
於
け
る
諸
種
の
問
題
に
量
的
な
解
明
を
与
へ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る。
と
こ
ろ
で
、
生
産
商
数
の
一
般
的
な
形
と
し
て
は
、

Y
を
産
出
物
、

L
V
M
L
i
-
-
:
v勾
を
投
入
物
と
す
る
と
次
の
如
く
に
な
り

ペ
H
『
ハ
凶

T
M
f
M
P
:
:
:
:
u
c
J

且
そ
の
具
体
的
な
形
は
、
適
用
さ
れ
る
産
業
の
如
何
に
よ
っ
て
相
違
し
て
く
る
で
あ
ら
う
。

一
般
的
に
一
言
っ
て
生
産
函
数
は
次
の
二
つ
に
大
別
し
て
考
へ
得
る
。



線
形
生
産
函
数

非
線
形
生
産
函
数
或
は
、
曲
線
形
生
産
函
数

前
者
は
投
入
物
の
一
定
の
増
加
は
、
常
に
一
定
の
産
出
物
の
増
加
を
も
た
ら
す
と
の
基
本
的
前
提
の
下
に
容
認
さ
れ
る
函
数
形
で
あ
り
、
後
者
は
一
定
の
投
入

物
の
増
加
は
、
次
第
に
逓
滅
的
或
は
逓
増
的
な
産
出
物
の
増
加
を
予
想
す
る
所
に
成
立
す
る
。

農
業
生
産
に
於
け
る
投
入
物
と
産
出
物
と
の
関
係
は
、
周
知
の
如
き
収
穫
逓
減
別
の
下
に
、
後
者
の
函
数
で
示
さ
れ
る
関
係
な
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

顧
み
て
、
生
産
函
数
に
よ
る
農
業
生
産
の
諸
分
析
が
あ
ら
は
れ
て
既
に
ひ
さ
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
コ
ッ
プ
、
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
な
る
名
の
下
で

の
巾
函
数
形
が
採
用
さ
れ
、
議
論
さ
れ
、
分
析
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
後
述
す
る
如
き
指
数
函
数
形
等
が
用
ひ
ら
れ
て
分
析
が
行
は
れ
た
例
も
な
し
と

し
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
殆
ん
ど
肥
料
生
産
函
数
と
い
ふ
形
で
提
示
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

思
う
に
収
穫
逓
減
則
の
支
配
下
で
の
非
線
形
生
産
函
数
形
と
し
て
は
、
単
に
コ
ッ
プ
・
ダ
グ
ラ
ス
形
に
止
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
い
く
つ
か
の
可
能
な
非
線
形

生
産
函
数
形
が
考
へ
ら
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
勿
論
コ
ッ
プ
・
ダ
グ
ラ
ス
の
形
が
多
く
採
用
さ
れ
き
っ
た
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

例
へ
ば
、
対
数
一
次
形
で
あ
る
た
め
に
取
扱
ひ
易
い
点
、
叉
固
ハ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
持
つ
経
済
学
的
意
味
が
明
瞭
で
、
分
析
に
便
利
な
る
点
等
で
あ
る
、
然
し
な
が

ら
農
業
生
産
関
係
を
規
定
す
る
函
数
形
と
し
て
、
如
何
な
る
も
の
が
用
い
ら
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
諸
点
以
外
に
も
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
観
点
が

存
す
る
は
ず
で
あ
る
。

私
は
本
稿
に
於
て
、
第
一
に
農
業
生
産
函
数
と
し
て
考
へ
得
る
非
線
形
生
産
函
数
形
を
挙
げ
て
、
そ
れ
ら
の
特
質
を
挙
げ
、
第
二
に
そ
れ
ら
諸
函
数
形
の
中
の

何
れ
が
選
択
採
用
さ
る
べ
き
か
の
判
断
基
準
に
言
及
し
て
み
た
い
と
考
へ
る
。

非
線
形
生
産
函
数
形

先
づ
農
業
生
産
函
数
と
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
い
く
つ
か
の
非
線
形
生
産
函
数
形
を
あ
げ
て
見
る
。
そ
の
場
合
、
投
入
物
の
増
投
に
伴
い
、
産
出
物
は
増
加
す
る

が
、
そ
の
限
界
増
分
は
次
第
に
逓
減
し
て
行
く
様
な
増
加
函
数
で
あ
る
こ
と
と
、
函
数
形
が
あ
ま
り
複
雑
な
形
に
な
ら
ぬ
こ
と
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
取
上
げ
て
見

る
こ
と
と
す
る
。

八
五
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指
数
函
数
の
最
も
基
本
的
な
形
と
し
て
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

第一図第三図

9 

k 
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a..: 

.1: 

可

H
F
V
M

こ
の
函
数
は
指
数
の
底
ゲ
が
州
-
な
る
に
従
っ
て
第
一
図
に
一
不
す
如
き
形
と
な
る
。
先
づ
r
V
H
な
る

場
合
に
、
之
を
凶
軸
に
関
し
て
対
称
移
動
し
、
更
に
可
軸
に
関
し
て
対
称
移
動
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
時
の
函

数
形
は

可
日

l
p
r
l
M

と
な
り
、
従
っ
て
之
を
+
r
だ
け
平
行
移
動
す
る
と
、
そ
の
函
数
形
は

ぱ
『

H
閃

l
m
-
ゲ
1
M

と
な
り
、
第
二
図
の
如
く
に
な
る
。
若
し
も
そ
の
生
産
函
数
が
原
点
を
通
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、

即
ち
、
投
入
零
の
時
、
芦
出
も
零
で
あ
る
こ
と
が
必
要
な
ら
ば
、
+
ω
だ
け
の
平
行
移
動
を
行
へ
ば
よ
い
。

そ
の
時
函
数
は
次
の
如
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

山、
H
釦

(

】

i
r
i
M
)

V
〉
同
の
時
に
は
、

之
等
の
函
数
形
が
指
数
形
生
産
函
数
の
基
本
形
と
な
る
。
次
に
ゲ
八
円
な
る
場
合
で
あ
る

が
、
之
を
岡
山
輸
に
関
し
て
対
称
移
動
し
、
前
の
場
合
と
同
様
+
同
だ
け
平
行
移
動
す
る
と
そ
の
時
函
数
形
は

『

H
r
l
p
H
V
M伺

と
な
り
、
第
三
図
の
如
く
に
な
る
。
若
し
も
、

そ
の
函
数
形
が
原
点
を
通
る
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
、
+
ω
だ

け
の
平
行
移
動
を
行
へ
ば
よ
い
。

即
ち
そ
の
時
は

】
『

H
白

色

l
V
M〉



X 

と
な
る
の
で
あ
る
、
従
っ
て
げ
〈
-
な
る
時
に
は
、
以
上
の
函
数
形
が
、
指
数
形
生
産
函
数
の
基
本
形
と
な
る

の
で
あ
る
、
若
し
も
更
に
曲
線
の
徴
小
な
差
異
を
打
出
し
た
い
な
ら
ば
、
前
述
の
諸
菌
数
中
の
巾
指
数
に
更
に

定
数
を
附
加
し
て

第三図

r 

-

j

・

H
A

一，，
J
e
t
-‘
4

一
α

可

H
r
l
p
V
I
a
-

F
V
-

山
『

H
釦

(

】

l
r
1
0
3・

げ

V
-

〕
『

H
r
i
m
-
ゲ

2
・

げ
八
回

〕
『

H
P
2
l
v
a〉

げ
〈
】

て
、
投
入
物
を
増
投
し
つ
づ
け
た
時
の
達
成
可
能
な
最
大
産
出
量
で
あ
る
。

等
の
形
に
変
へ
る
こ
と
も
、
当
然
可
能
と
な
っ
て
来
る
、
次
に
之
等
の
指
数
形
生
産
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の

持
つ
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
づ
、
穴
或
は

ω
(
原
点
を
通
る
場
合
〉
は
、
同
↓
8
の
時
の
司
の
値
で
あ
っ

函
数
が
原
点
を
遥
ら
ぬ
場
合
の
白
は
、
投
入
量
零
の
時
の
最
大
収
量
と
、
そ
の
時

発
生
す
る
産
出
量
と
の
差
即
ち
、
投
入
量
無
限
大
の
時
の
、
投
入
婆
素
の
み
に
帰
せ
ら
る
べ
き
部
分
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
最
後
に
げ
は
、
最
大
収
量
と
、
そ
の

時
々
の
産
出
量
と
の
差
が
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
行
く
時
の
限
界
比
を
示
し
て
い
る
。

指
数
函
数
形
が
生
産
函
数
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
場
合
の
基
本
的
な
形
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ
の
も
の
で
、
こ
れ
迄
と
も
か
く
生
産
函
数
と
し

て
使
は
れ
て
来
た
も
の
の
主
要
な
る
も
の
を
指
摘
し
て
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

工

d

司・富岡件。
r
z
E
o
r
の
生
産
函
数

判司・珂司
B
r
r
z
t
)
に
よ
る
と
、
認
困
問
。
F
2
E各
は
多
く
の
肥
科
実
験
資
料
か
ら
、

農
産
物
の
生
産
数
量
は
、

次
の
函
数
で
一
不
さ
れ
る
曲
線
で
表
は
さ
れ
る
も
の

と
考
へ
た
。

ペ
H
K
F
2
0
1
2
)

但
し
、
可
は
生
産
数
量
、

L
P

は
最
大
収
量
、
。
は
自
然
対
数
の
底
、
の
は
常
数
、
阿
は
肥
料
量

之
は
、
肥
料
の
追
加
的
供
給
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
収
量
の
増
加
が
、
最
大
収
量
と
到
達
さ
れ
て
い
る
そ
の
時
の
収
量
と
の
差
に
比
例
す
る
こ
と
を
実
験
に
よ

八
七



り
確
か
め
、
次
の
徴
分
方
程
式
を
設
定
し

《
凶
『
叫
川

u
の
(
k
p
l
吋

)

A 
/¥、

之
を
解
い
て
前
記
の
函
数
形
を
導
い
た
と
一
言
っ
て
い
る
(
宮
、
之
は
、
私
が
さ
き
に
指
数
形
生
産
函
数
の
基
本
形
と
し
て
挙
げ
た
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

だ
冨
片
付
官
長
各
の
場
合
に
は
指
数
の
底
と
し
て
自
然
対
数
の
底
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
之
は
私
の
場
合
の

ω
〉
戸
な
る
場
合
に
該
当
す
る
。

t.::. 

同司
-Hω-M己
目
同
耳
目
の
生
産
函
数

∞・
4
司
・
豆
g
L
E
E
へ
と
に
よ
っ
て
、
∞
立
ロ

E
E
生
産
函
数
の
概
要
を
説
明
し
て
見
る
、
彼
は
肥
料
の
投
入
実
際
に
於
て
、
次
々
と
投
入
す
る
肥
料
に
対
応
す
る

生
産
量
一
の
増
分
の
比
が
、
或
一
定
値
同
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
同
十
習
+
:
・
:
・
+
守
が
肥
料
投
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
総
増
加
分
に
対
応
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

可

H

冨

l
〉
財
閥

な
る
形
の
函
数
式
を
導
い
た
。
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.1 

但
し
、
こ
こ
で
『
は
エ
ー
カ
ー
当
り
の
生
産
量
、
冨
は
理
論
的
最
大
値
、
K
M

は
投
入
零
の
時
の
冨
と
J

同

と
の
差
、
同
は
J

『
の
継
続
的
増
分
の
聞
の
比
率
(
同
八
日
〉
で
常
数
、
同
は
肥
料
投
入
量

即
ち
第
四
図
に
示
す
如
く
肥
料
投
入
零
の
時
の
生
産
量
を

r
と
し
、
次
々
と
投
入
さ
れ
る
肥
料
に
よ
り

ロ

も
た
ら
さ
れ
る
増
分
を

T
e
r
-
F
:
J
J
・
-
で
表
は
し

M
T
H
-
P
と
す
る
と
、
今
凶
単
位
の
肥
料
投
入
に

伴
ふ
生
産
量
百
は
次
の
如
く
に
な
る
。

三
日
阿
国
+
ゲ
+
:
:
;
:
+
「

叉
一
般
に
「
は
次
の
如
く
表
ば
さ
れ
る
か
ら



従
っ
て

耳

目

判

N
M

k
t

・
ー
凡
十
|
十
:
・

:
:
:
:
+
L
P
-
ー
叶
十
1

M
同

'

u

m

H

d

H
K
F
・同

理
論
的
に
は
国
↓
8
の
時
を
考
へ
て
よ
い
か
ら

即
同
国
間
H
a

日
。

従
っ
て

可
リ
肉

U
K
F
(
】

同
M
肉
)

肥
料
投
入
零
の
時
の
産
出
量
も
加
へ
て
肥
料
同
単
位
投
入
の
時
の
生
産
量
は
結
局
次
の
如
く
な
る
。

日
『

H
K
F
(
日

l
H凶

M
m
u
+
r
u
富

l
〉
図
柄

B
r
 冨
U
K
M
+
関

之
が
∞
阿
川
山
口
E
自
の
生
産
函
数
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
∞
立
=
E
E
函
数
も
同
八
日
で
結
局
私
の
述
べ
た
指
数
形
生
産
函
数
の
基
本
形
に
外
な
ら
な
い
。

E 

国
・
。
・
回
日
ロ

3
の
生
産
函
数

国
ω
H
2
3
(
と
の
示
し
た
生
産
函
数
は
次
の
形
の
も
の
で
あ
る
。

〕
『

H
市
(
-
ー
の
⑦
M
n
u
m
)

但
し
ゅ
は
最
大
値
、
め
は
常
数
、
。
は
自
然
対
数
の
底
、
日
向
は
常
数
、
同
は
投
入
量
で
あ
る
。

こ
の
形
は
括
弧
を
外
し
て
見
れ
ば
分
る
通
り
、
結
局
、
富
岡

rrι
巳
『
の
形
と
、
切
な
ロ
自
自
の
形
と
が
一
緒
に
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
之
以
上
ふ

れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

次
に
は
以
上
の
如
き
指
数
形
生
産
函
数
の
持
つ
性
質
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

a 

最
大
値
即
ち
収
飲
値
を
持
つ
こ
と
。

八
九
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L
U同
時

m
V
0・
V
〉
む
な
ら
ば
、
時
〉
:
及
、
之
は
増
加
函
数
で
あ
っ
て
、

C
V
H
の

時

こ

ま

同

vcと
な
り
第
五
官
の
如
く
、

2
1の
時
に

、

}

《

同

国

司

は
出
川
は
一
定
叫
川
町
H
O
と
な
り
、
第
五
図
切
の
如
く
直
線
と
な
り

'
r
c
〈
ゲ
〈
日
の
時
に
は
叫
判
〈
岳
で
第
五
図
の
の
如
く
に
な
る
o

y
x
cな
ら
ば
凶
門
会
と
な
り
減
少
函
数
で
あ
っ
て
取
は
常
に
負
故
第
五
図
巴
の
如
く
に
な
る
。

L
U肉

、
1

J

f

島同一司

m
八
P

げ
V
C
な
ら
ば
h
M
l
八
。
で
減
少
一
割
数
と
な
り
イ
ゲ
¥
-
の
時
こ
土
1
1
1
八
c
と
な
っ
て
、
第
五
図
肘
の
如
く
、
州
W
V
H
H
の
時
は
l
l
v
は
一
定

-

{

b

v

l

L

b

 

、

，

、

島

凶

一

『

で
且
l
山

W
A
Cと
な
り
、
第
五
図
司
の
如
く
、
'
r
c
〈
大
-
の
時
に
は
出
削
V
D
と
な
り
、
第
五
図
。
の
如
く
に
な
る
0

3
5の
時
に
は
吋
〉
D

で
増
加
函
数
と
な
り
、
叉
常
に
時
八
品
、
第
五
置
の
如
く
に
な
る
。

b 

器
官
t
z
E民間同
E
Z
S
を
持
た
な
い
こ
と
。

c 

指
数
函
数
の
パ
ラ
1
メ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、
有
意
性
テ
ス
ト
を
施
す
こ
と
が
可
成
り
閃
難
で
あ
る
こ
と
。

d 

指
数
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
持
つ
経
済
学
的
な
意
味
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
。

e 

の
c
g
g民
自
民
間
一
回
全
円
〈
の
仮
定
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
五
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
(
ヱ
。

ハ
2
)

数

形

巾

函

巾
函
数
の
一
般
的
な
形
を
示
し
て
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

日、

H
g守

之
は
p
v
の
大
小
関
係
に
よ
り
、
極
々
の
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
こ
の
点
を
簡
単
に
検
当
し
て
見
た
い
。

工E E 従
っ
て
巾
函
数
が
生
産
函
数
と
な
り
得
る
の
は
、
釦
V
o
-
-
八
げ
八
戸
な
る
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
パ
ラ

1
メ
ー
タ
ー
が
、

し
て
居
る
時
に
の
み
農
業
生
産
函
数
と
し
て
採
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

九
O 

か
か
る
条
件
を
満
た



d
「

H
げ

A
H吋

こ
の
函
数
形
が
生
産
一
幽
数
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
周
知
の
如
く
、
コ
ッ
プ
・
ダ
グ
ラ
ス
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
は
、
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

{
回
「

会

+
h
w
H
H
】

こ
の
場
合
げ
に
関
し
て
何
等
の
条
件
を
附
さ
ず
、
叉
、

R

H

+

冶

H

】
な
る
条
件
は
、
ほ
ぼ

o〈
R
N

〈

r
c〈
百
八
ケ
な
る
条
件
を
満
た
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る

が
、
厳
密
に
は
。
〈
民
八

r
c〈
hw

〈
日
な
る
条
件
を
附
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
考
へ
る
。
後
に
な
っ
て

a
+
E
H
-
な
る
条
件
を
外
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
自
体
は
妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
尚
。
〈
a
八
日
-

d
八
百
八
戸
な
る
条
件
は
附
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。

ど

F 

第五図

E 

」ヒ

r A 

x 

x 

9 

F 

F 

G 

z 

F 

F 

B 

C 

X 

F H 

之

211¥ D 

九



九

次
に
、
こ
の
巾
函
数
の
特
徴
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

a 

最
大
値
或
は
収
紋
値
を
も
た
な
い
こ
と
。

b 

2
。由民

Z
m
玄白

Hm-EE〕
『
を
も
た
な
い
こ
と
。

c 

対
数
一
次
形
で
あ
る
こ
と
。

d 

巾
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
対
し
て
は
、
有
意
性
テ
ス
ト
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

e 

巾
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
持
つ
経
済
学
的
意
味
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
。

f 

の。ロ

mp己
巴
s
t
o
-々
を
仮
定
し
て
い
る
こ
と
。

〈

S
〉

多

項

式

型

多
項
式
の
中
で
農
業
生
産
函
数
形
と
し
て
考
へ
ら
れ
得
る
も
の
は
、
限
界
増
分
逓
滅
的
単
調
増
加
函
数
た
る
べ
き
点
よ
り
見
て
、
次
の
二
つ
の
形
の
み
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
の
一
つ
は
二
次
函
数
形
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
平
方
根
函
数
形
で
あ
る
。

工

二

次

函

数

形

」
の
場
合
の
一
般
的
形
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

〕『
H

白
+
ゲ
同
+
。
u肉
凶

然
し
て
、
そ
の
第
二
次
徴
分
が
負
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
故
に
の
八
G

な
る
条
件
が
附
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
の
〈
c
な
る
場
合
に
の
み
、
こ
の
函
数
形
は

農
業
生
産
函
数
と
し
て
用
い
ら
れ
得
る
。

平
方
板
函
数
形

そ
の
一
般
的
な
形
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

-mL--¥判
+
Q

こ
の
場
合
に
於
て
も
、
そ
の
第
二
次
徴
分
が
負
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
故
に
、

r
v
c
で
な
け
れ
な
ら
な
い
。
即
ち

r
v
c
な
る
場
合
に
の
み
、

」
の
函
数
は
、
農

業
生
産
函
数
と
し
て
用
い
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。



こ
の
種
の
函
数
も
叉
生
産
函
数
特
に
肥
料
生
産
函
数
と
し
て
使
は
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
可
・
戸

]
8
8ロ
(
6
)

問
。
・
国

E
島三
7
)
等
は
、
こ
れ
ら
の
函
数
特

に
平
方
根
函
数
は
、
非
常
に
当
は
ま
り
の
良
い
函
数
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

次
に
之
等
の
函
数
の
も
つ
特
性
を
挙
げ
て
お
く
。

a 

二
次
函
数
は
、
最
大
値
は
存
す
る
が
収
放
値
は
も
た
な
い
。
平
方
根
函
数
に
於
て
は
、
最
大
値
、
収
数
値
共
に
も
っ
て
い
な
い
。

二
次
函
数
は
宮
宮
2
2
E自由一
E
ロ
Z
を
も
っ
て
い
る
が
、
平
方
根
函
数
は
持
っ
て
い
な
い
。

二
次
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
も
、
平
方
根
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
も
共
に
有
意
性
テ
ス
ト
が
可
能
で
あ
る
。

b c (
4
)
 
各
函
数
形
の
一
般
化

以
上
の
各
函
数
形
は
一
変
数
の
場
合
で
あ
る
が
、
之
を
多
変
数
即
ち
投
入
物
が
多
数
の
場
合
の
形
に
一
般
化
し
て
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

工

指

数

函

数

〕
『

H
r
l
ω
ゲ

1
M

を
多
変
数
の
場
合
に
書
き
か
へ
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

可

H
r
c
l
gニ
】
戸
?
出
)
公

l
s、y
l
民

)

(

目

白

九

回

}

羽

l
M
e
)

・

但

し

-

即

日

S
H
」
川
|

叉

日
『

H
m
(日

l
r
l
M
)
は

日
『

H
釦

(

日

l
y
i
u肉声
)
(
-
l
Z
1
M回
〉

(HI--a)目
・

と
な
り

日
『

H
r
i
mゲ
"
は

可

H
r
2
1
ω
回、

y
z
)
(日
l

s、
ゲ
国
岡
崎

)
(
-
1
2、
ゲ

ω
品
)
・

但
し

釦

11 

;.;-[a 

と
な
り

〕
『

H
P
2
l
官
)

九



九
四

f;J: 

可

H
r
2
i
y
z
)
(円

i
r闘
巴

)

〈

H
l
r引
3
・

と
な
る
。

従
っ
て
冨
め
p
r
o
-。
r
の
生
産
函
数

可

H
K
F
2
1
0
1
0
3

は

可

H
K
P
2
|
⑦

」

言

問

)

(

日

l
o
t
a
a
)
(
-
l
o
i
s
s〉
・
:

と
な
り
E 

∞
司
自

E
B
の
指
数
函
数

〕
『

H
宮
|
〉
図
柄

は

〕
『

H
沼
〈
-
l
k
p
-、
何
回
巴
)
(
日

l
k
p
ヘ問、
J
C
i
k
p
ω
二
u
a〉

:
l
:
:
:
:

但
し

〉問、

H

吋

と
な
る
。

W 

次
に
巾
函
数
の
一
般
形
は

可

H
H
ぬ
M
円
四
句
孟
岡
山
W
σ
同

H
U
H
-
d
M
W

・

と
な
り
Y 

二
次
函
数
の
一
般
的
な
形
と
し
て
は

〕
可

Hω
十
回
》

M
P
+

。M
S
+
L
M
S
+
・
:
:
i
+
員四時

+
P
一
凶
凶
+
闘
い
肉
、
+
;
・
:
:

+
r
E
S
+
女
同
一
♂
+

と
な
る
。
叉
、

W 

平
方
娘
一
肉
数
の
一
般
形
は
(
さ
で

T
て
¥
川
の
置
換
へ
を
し
た
形
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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九
ノ、

ゆ
指
数
函
数
の
変
形
と
し
て
、
こ
の
外
に
も
例
へ
ば
円
。
明
日
込
山
ロ
函
数
。
。
E
旬。

Hr
函
数
等
の
生
長
曲
線
あ
り
、

と
し
て
可
能
性
の
あ
る
形
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
銃
数
の
都
合
も
あ
り
、
一
応
ふ
れ
な
い
こ
と
と
し
た
。

仙

W
H
M・同
-
-
F
E
g
u
m
-同
2
E
2
2句
g
o
t
-
E
F
H
E
M
P』
E
a
ω
『
耳
呂
町

N
2
1
1広
島
問
。
目
白
口
g
m
E
M
J
』・『・開・・

3
2・
4
0
-
・
3
・

間
関
・
。
・
出
g
T
E島
F
F
g
r
u
k
F
司
2
E
N
R
p
a
g宮
司
信
号
口
。
E
-
]
・吋・開
-
G
ヱ-
W
4
0
-
-
a
-

国
E
L〕可山問。。ロ。
E
-
2
6同

kg氏。ロ
-
Z
E
H
F
-
L口白
H
E
E
L
図。的。
E
H
S
d
m
p
z。
宅
吋
母
国
円
-

G
巴・

開
-
F
・回
EMEω
ロ
島
開
・
。
・
国
富
島
〕
『

mMML
】・回
F
。「目。
g
u
E己
}EL--m片
山
戸

H
i
g
s
Lロ円
g
z
p
o
開。。目。
E
品
。
〉
E
-
H
E
m
-同
町

2
2
2
N
q
d
s

己
主
P
】

mu出向山・

こ
れ
ら
の
函
数
も
農
業
生
産
函
数
形

生
産
函
数
形
選
択
の
基
準

こ
こ
で
は
、
非
線
形
生
産
函
数
形
の
何
れ
が
農
業
生
産
函
数
形
と
し
て
採
用
さ
れ
る
べ
き
を
考
へ
る
際
の
基
準
と
な
る
べ
き
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
見
た
い
。
先

づ
第
一
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
農
業
生
産
函
数
が
考
へ
ら
れ
て
い
る
場
合
の
農
業
生
産
の
待
性
に
即
し
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
点
で
あ

る
。
即
ち
同
じ
農
業
生
産
関
係
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
時
々
の
特
殊
相
に
即
し
た
函
数
形
が
選
択
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
一
般
的
に
言
っ
て
投
入
要
素
を
次
々
と
増

投
し
て
行
く
時
に
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
ら
で
も
産
出
量
が
増
加
し
て
行
く
と
考
へ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で
な
く
、
増
加
は
す
る
が
、
そ
の
限
界
増
分
は

ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
り
、
次
第
に
零
に
近
づ
い
て
、
総
産
出
量
は
結
局
或
一
定
の
大
き
さ
に
限
り
な
く
近
づ
く
と
考
へ
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

或
は
叉
或
種
の
肥
料
と
の
関
係
を
考
へ
て
い
る
場
合
に

は
、
肥
料
の
投
入
に
よ
っ
て
産
尚
量
は
逓
減
的
増
加
を
す
る
が
、
そ
れ
が
過
度
に
投
入
さ
れ
る
場
合
に
は
む
し
ろ
逆
に
限
界
増
分
は
負
と
な
り
、
総
産
出
査
は
減

か
か
る
意
味
に
於
て
は
、
函
数
形
と
し
て
は
、

指
数
形
の
み
が
遷
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
一
言
へ
る
。

少
し
始
め
る
と
考
へ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
の
様
な
時
に
は
函
数
形
と
し
て
は
、
む
し
ろ
二
次
函
数
を
採
用
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
様
に
考
へ
ら
れ
る
。

或
は
叉
、
或
投
入
要
素
、
を
考
へ
る
場
合
に
は
、
そ
の
投
入
量
一
零
の
時
は
産
出
量
も
零
と
考
へ
る
べ
き
な
の
に
対
し
、
他
の
投
入
要
素
を
考
へ
る
場
合
に
は
、
た

と
え
そ
の
投
入
量
零
で
あ
っ
て
も
、
い
く
ら
か
の
産
出
量
は
実
現
さ
れ
る
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
様
な
事
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
そ
の
時
々
の
生
産

関
係
の
実
態
に
即
し
て
、
最
も
A
口
浬
的
な
生
産
函
数
形
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
之
が
農
業
生
産
函
数
形
決
定
に
当
っ
て
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
第
一
の

観
点
で
あ
る
と
思
ふ
。



第
二
点
と
し
て
は
、
与
へ
ら
れ
た
資
料
に
種
々
の
予
想
さ
れ
る
函
数
形
を
当
は
め
て
見
て
、
最
も
当
は
ま
り
の
程
度
の
良
い
函
数
形
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
当
は
ま
り
の
程
度
を
測
定
す
る
た
め
に
は
、
推
計
の
標
準
誤
差
に
基
づ
い
た
相
関
比
或
は
重
相
関
比
を
計
算
し
、
比
較
す
れ
ば
よ
い
こ
と
と
な
る
。

然
し
な
が
ら
こ
こ
で
考
へ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
点
は
、
た
ま
た
ま
入
手
し
た
資
料
に
基
い
て
函
数
当
は
め
を
行
い
、
そ
の
当
は
ま
り
の
程
度
を
測
定
し
終
へ
て

も
、
そ
の
資
料
に
関
し
て
の
み
最
上
の
当
は
ま
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
で
は
、
之
を
一
般
性
に
ま
で
高
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
事
で
あ

る。

一
般
に
そ
の
様
な
種
類
の
生
産
関
係
に
対
し
て
ベ
ス
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
で
あ
る
か
は
問
題
の
存

す
る
所
で
あ
る
、
即
ち
、
そ
の
函
数
形
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
及
び
、
そ
の
時
の
相
関
比
の
有
意
性
検
定
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
こ
そ
、
或
有
意
水
準
の

下
で
、
そ
の
様
な
生
産
関
係
を
最
も
良
く
表
は
す
生
産
函
数
な
り
と
の
一
般
的
立
言
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
附
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
有
意

性
検
定
の
方
法
は
、
精
密
な
手
法
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
適
用
も
叉
精
街
、
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
ね
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
思
ふ
に
有
意
性
検
定
が
意
味
を
も

っ
て
く
る
の
は
、
そ
の
数
量
関
係
に
関
す
る
母
集
団
の
想
定
が
あ
る
こ
と
と
、
当
面
の
資
料
が
、
そ
の
母
集
団
か
ら
の
無
作
為
標
本
値
で
あ
る
こ
と
の
確
認
が
前

提
と
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
様
な
資
料
の
性
質
の
吟
味
な
く
し
て
、
之
を
適
用
し
て
一
般
的
立
言
に
及
ぶ
こ
と
は
、
有
意
性
検
定
法
の
誤
用
、
拡
張
適
用
と

言
は
ね
ば
な
ら
ず
、
叉
、
そ
の
結
果
も
ナ

γ
セ
シ
ス
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。

第
三
点
と
し
て
は
‘
各
函
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
持
つ
意
味
が
明
瞭
で
立
、
経
済
的
分
析
に
有
効
で
あ
る
如
き
函
数
形
が
好
ま
し
い
と
考
へ
る
。
各
函
数
形
の

パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
持
つ
意
味
は
、
先
に
ふ
れ
た
如
く
で
あ
り
、
従
っ
て
、
当
面
の
生
産
分
析
の
目
的
に
即
し
て
、
函
数
形
選
択
が
行
は
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
そ
の
資
料
に
関
し
て
は
ベ
ス
ト
・
フ
ィ
ッ
ト
で
あ
る
が

第
四
点
と
し
て
は
、
第
三
点
と
密
接
な
関
聯
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
各
函
数
形
に
は
、
か
な
り
明
瞭
な
前
提
の
お
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
例
へ
ば
指
数
函
数

に
於
け
る

g
g
g己
E
E
m
E佐
々
の
前
提
、
巾
函
数
に
於
け
る

2
5
2ロ
H
h】
器
片
山
色
ど
の
前
提
等
で
あ
る
。
従
っ
て
函
数
形
選
択
の
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
函

数
形
の
も
つ
前
提
条
件
が
容
認
さ
れ
る
如
き
生
産
関
係
で
あ
る
か
ど
う
か
に
考
慮
を
払
ふ
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
四
点
が
函
数
形
選
択
の
際
に
充
分
検
当
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
点
で
あ
る
と
考
へ
る
。

九
七
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以
上
簡
単
に
、
農
業
生
産
函
形
と
し
て
用
い
得
る
可
能
性
を
も
っ
非
線
形
生
産
函
数
形
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
函
数
形
の
中
よ
り
、
何
れ
の
形
の
も
の
が
用
い
ら
る

べ
き
か
を
考
へ
る
際
の
配
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
諸
観
点
を
指
摘
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

農
業
生
産
経
済
の
定
量
分
析
が
よ
り
合
理
的
に
遂
行
さ
れ
る
た
め
に

は
、
こ
の
ほ
僚
な
考
察
も
叉
必
須
な
も
の
と
考
へ
る
。
加
へ
て
線
形
生
産
函
数
論
が
、
リ
ニ
ヤ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
浬
論
に
展
開
さ
れ
て
い
る
現
在
、
非
線
型
生

産
函
数
論
も
叉
新
し
い
立
場
か
ら
見
な
ほ
さ
れ
て
よ
い
も
の
と
思
ふ
、
そ
の
場
合
の
足
固
め
の
一
つ
に
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
、
こ
の
拙
稿
を
ま
と
め
て
見
た
。


